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 From the Nara period (8
th
 Century), a book preservation method called bakusho (drying in 
the sun) began to be performed on the books mainly in shrines and temples as well as the 
residences of court nobles and samurai in Japan. However nowadays, since few libraries 
practice bakusho, the history of bakusho remains unknown. The purpose of this study is to 
historically elucidate the relevance between the policy of bakusho and the other preservation 
methods of library materials in the Meiji and the Taisho period (1867-1925).
 The result showed that the principal preservation methods of library materials in the Meiji 
and Taisho period were; 1. Bakusho, Pest control, 2. Collection inventory, 3. Bookbinding, 
4. Disinfection, Disposal. It was also found that bakusho was encouraged as a part of pest 
control policy. Bakusho was regularly scheduled in autumn (October and November) both on 
Japanese and Chinese books, which would, after bakusho treatment, be stored in dedicated 
boxes together with camphor and extermination agent. Furthermore, the result identified that 
bakusho was a kind of work to be done simultaneously with collection inventory, and that 
fumigation was first introduced as a new method for managing pests in the late Meiji period. 
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る。曝書は奈良朝から平安前・中期までは 6 月から 8 月
にかけて一定せず行われていたが，平安後期になると中
国の影響もあり，『江家次第』により 7 月 7 日の行事となり，
中世から近世に引き継がれた。しかし，大谷により確認で















関する記載は，明治 12（1879）年 3 月 3 日改正の「東
京府書籍館規則」
7
，明治 13（1880）年 7 月 22 日制定の
「東京図書館規則」
8
，明治 21（1888）年 7 月 6 日改正の
「東京図書館規則」
9






















































































































」によると 10 月 8 日から 15 日まで行われた


























































































































































































































































































































































































































































































































刊行された明治 25 年は閲覧人数 68,056 人，貸付図書数
427,794 冊であったのに対し，本書が刊行された大正 4 年













































」には 10 月 8 日
から 15 日に行われた記載が確認できた。このため，当
時の図書館における曝書の実施時期は規則に従い，明治













































年 明治 25（1892）年 明治 33（1900）年 明治 45（1912）年 大正 4（1915）年
著者 西村竹間 文部省（田中稲城） 文部省（田中稲城） 日本図書館協会
内容
回数 年 1 回 年 1 回
明治 33 年と同じ
年 1 回
時期 秋風が吹くころ 10 月 11 月に 1 週間 秋
対象資料 唐本 和漢書 和紙又は唐紙の図書
曝書後の予防 樟脳 樟脳，殺虫菊 樟脳，駆除剤






















から閲覧人数が明治 25 年は 68,056 人であったのに対し，
明治 33 年は倍増の 135,713 人になったことがわかる
70
。

















は Good と判断されたものは，和紙は 85.7% であったの
に対し，洋紙は 97.0% であった。表紙は，Good と判断














25 年から明治 33 年に移行する中で，前述したように閲
覧人数は倍増した。そして，貸付図書数は，明治 25 年
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では和装本が 1,341 冊，洋装本が 1,065 冊で和装本の方
が多いが，明治 19 年になると和装本が 1,272 冊，洋装
本が 1,774 冊で，洋装本が和装本をわずかに上回った。
そして明治 20 年になると和装本が 831 冊，洋装本が 2，









治 19 年になると全体の半数を下回り 42％となった。そ
して，次の年の明治 20 年になると 25％と激減し，明治









図 2 にあるように蔵書数が明治 25 年には 305,437 冊で

















































行調査では平安後期から中世・近世にかけては 7 月 7 日
図３　明治期の和装本と洋装本の割合
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に年中行事として行われていたが，江戸前期には神社で
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望月　明治・大正期の図書館における曝書と資料保存の歴史的研究
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 正徳 2（1712）年の『幕府書物方日記』によれば，6 月
11 日に紅葉山文庫と櫻田文庫の曝書を行ったことが記
されているが，そのなかで保管する際に樟脳を 60 斤入










脳は正徳，享保までは毎年 90 斤であったが，天保 13
（1842）年以降は 184 斤に倍増したことが日記に見ら
れる。
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